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富士見細川木材が親子体験会

富
士
見
町
御
射
山
神

戸
の
細
川
木
材
は
5

日
、
植
欄
体
験
会
を
町

内
の
里
山
整
備
地
で
開

い
た
。
「
こ
ど
も
の
日
」

に
合
わ
せ
、
中
学
生
以

下
の
親
子
を
対
象
に
実

施
。
参
加
者
は
同
社
社

員
ら
か
ら
手
順
や
注
意

点
を
聞
き
、
1
人
6
本

ほ
ど
の
コ
ナ
ラ
の
苗
木

を
1
・
5
㍍
間
隔
で
植

え
た
。
　
（
潰
翔
貴
）
　
㌫

人
工
林
の
多
く
が
植
え
て
か

ら
6
0
～
Ⅶ
年
経
過
し
、
主
伐
・

再
造
林
の
時
期
を
迎
え
て
い
る

中
、
人
手
が
必
要
に
な
る
植
林

へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う

の
担
い
手
に

と
開
催
。
昨
年
日
月
に
続
い
て

2
回
目
で
、
親
子
対
象
は
初
め

て
。
町
内
を
拠
点
に
活
動
す
る

子
ど
も
科
学
遊
び
ク
ラ
ブ
の
赤

坂
行
男
さ
ん
＝
信
濃
境
＝
も
参

加
し
、
地
元
の
木
材
や
竹
を
使

っ
た
積
み
木
や
弓
矢
な
ど
で
遊

、
び
と
工
作
も
楽
し
ん
だ
。

午
前
と
午
後
に
分
か
れ
、
午

前
中
は
7
阻
・
約
2
0
人
が
参

加
。
コ
ナ
ラ
の
木
は
2
～
3
年

生
で
班
別
で
き
る
さ
っ
に
テ
ー

プ
を
付
け
た
。
親
子
で
シ
ャ
ベ

ル
を
使
っ
て
穴
を
掘
り
、
諏
訪

湖
の
水
草
で
作
っ
た
堆
肥
を
活

用
し
て
丁
寧
に
植
林
し
た
。
祖

父
の
別
荘
に
遊
び
に
来
た
と
い
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植
林
体
験
会
で
コ
ナ
ラ
の
苗

木
を
植
え
る
参
加
者

う
横
浜
市
の
二
階
漠
太
さ
ん

（
ほ
）
は
「
都
会
に
は
な
い
自
然

を
実
体
験
で
き
て
う
れ
し
い
。

学
校
で
S
D
G
S
を
学
ん
で
い

る
の
で
、
植
林
を
し
た
こ
と
で

よ
り
深
く
学
び
た
く
な
っ
た
」

と
笑
顔
だ
っ
た
。

同
社
に
よ
る
と
、
林
業
は
機

械
化
が
進
ん
で
い
る
が
「
植
林

は
人
頼
み
」
と
い
い
、
育
林
か

ら
再
造
林
へ
の
転
換
期
を
迎

え
、
担
い
手
や
仲
間
を
増
や
す

必
要
が
あ
る
と
い
う
。
窪
田
晃

浩
山
林
部
長
は
「
家
族
で
参
加

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
と
大
人

が
山
と
自
然
に
注
目
す
る
機
会

に
な
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
磯

に
、
も
っ
と
林
業
に
注
目
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

4
、
6
日
に
は
高
校
生
以
上

を
対
象
と
し
た
同
様
の
体
験
会

を
開
催
。
3
日
間
合
計
で
7
8

0
本
の
苗
木
を
植
え
る
と
い

う。


